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ご　挨　拶

高　橋　俊　章
一般社団法人
山形県理学療法士会会長

　山形県理学療法士会は、山形県内に勤務す
る理学療法士の専門職能団体です。現在 873
名の会員が、病院、診療所、介護保険関連施設、
福祉施設、肢体不自由児施設、教育機関等に
広く勤務しております。
　さて現在、高齢者の尊厳の保持と自立生活
の支援の目的のもとで、可能な限り住み慣れ
た地域で、自分らしい暮らしを人生の最期ま
で続けることができるよう、地域の包括的な
支援・サービス提供体制（地域包括ケアシス
テム）の構築が推進されています。その中で、
健康づくりや自主的な介護予防活動が広く行
われるようになりました。
　普段元気に生活をしていた方でも、何らか
の原因で活動が低下し、家に閉じこもり要介
護に陥ってしまう例は多くあります。それら
は、体力や筋力が衰えていくので仕方なく起
こるという現象ではありません。高齢期にお
いても運動などの適切な関わりの中で活動状
態の悪化を防ぐことはできますし、機能の低
下を防ぎ、さらには向上させることも可能で
す。それが介護予防の視点です。介護予防と
は、要介護状態の発生をできる限り防ぐこと、
そして要介護状態にあってもその悪化をでき
る限り防ぐこと、さらには障がいの軽減を目

指すことです。
　元来理学療法士は、病院などで障がいのあ
る方たちのリハビリテーションを行ってきた
身体づくりの専門家です。「身体」と「生活」
の機能についての専門的知識を活かし、障が
いのある方ができる運動や生活の仕方、障が
いの発生を防ぐ運動について支援をしていま
す。そこで皆様に、正確にわかりやすく介護
予防のことをお伝えしたいと考えています。
そのことで、誰もが人生のあらゆる時期にお
いて、予防に資する活動を行い、いつまでも
健康な生活を続けていただきたいと願ってい
ます。
　山形県理学療法士会は、すべてのひとの「尊
厳ある自立」と「その人らしい生活」を支援
する身近な職能団体として存在したいと考え
ております。そして、理学療法を通じて山形
県の医療・保健・福祉の向上、介護予防や健
康増進に貢献できるよう会員一同努力を重ね
てまいります。
　今後とも皆様のご支援ご鞭撻を賜りますよ
う、よろしくお願い申し上げます。
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公益社団法人日本理学療法士協会
　　　　「理学療法士ガイドより引用」
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公益事業推進部　活動報告書
平成 28 年 11 月 26 日～27 日に開催された「野球肘検診」および「障害予防クリニック」についての   

活動内容を以下に報告致します。 
 
主催：山形県スポーツ少年団東南村山支部野球部会 

山形県・山形市中体連野球部会 
山形県高等学校野球連盟 

日時：平成 28 年 11 月 26 日(土)・27 日(日) 
会場：山形県スポーツ会館 
目的：オフシーズンである時期にスポーツ障害を早期発見する。来シーズンまでの間にパフォーマンス

を向上できるようコンディショニング指導を行う。 
活動内容：野球選手(小学生約 260 名/中学生約 180 名/高校生約 50 名)に対するフィジカルチェック  

およびコンディショニング指導 
フィジカルチェック項目：CAT・HFT・肩関節可動域(内旋)・肩甲骨下角距離測定・僧帽筋下部/前鋸筋

/上腕三頭筋/上腕二頭筋筋力測定・股関節可動域(SLR/内外旋)・踵臀間距離・

指床間距離・握力測定 

当日のスタッフとして県内各地より 29 名の理学療法士にご協力を頂き、2 日間で 500 名近い野球選

手のフィジカルチェックとコンディショニング指導を行いました。 
 フィジカルチェックでは、ゴニオメーターを用いた下肢関節の可動域測定に加え、上肢の各機能評価

を担当しています。コンディショニング指導については、フィジカルチェックおよび医師によるメディ

カルチェック等の結果を踏まえ、選手各個人に必要なストレッチ方法についてパンフレットを用いてア

ドバイスや指導を行いました。 
 同事業への参加は今年で 5 年目となりましたが、主催者やチーム関係者からは、「理学療法士からの

コンディショニング指導についてもっと詳しく教えてもらいたい」などの言葉も頂き、スポーツ領域に

おける理学療法士の期待度の高さを窺えました。 
今後もより良い活動が行えるよう、会員への広報、事業内容の調整等を行っていきたいと思います。 

2016.11.28
 文責 富樫弘人(山形徳洲会病院) 
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公益事業推進部　活動報告書公益事業推進部 活動報告 
 
「やまがた健康フェア 2016」において一般社団法人山形県理学療法士協会で、介護予防

体力測定として、ロコモティブシンドローム（以下、ロコモ）評価判定と結果の説明など

を実施致しましたので、以下に報告します。 
 
日時：2016 年 11 月 5 日(土) 10:00～17:00  6 日(日) 10:00～16:00 
場所：山形ビッグウイング  
テーマ：ロコモチェック 
対象者：やまがた健康フェア 2016 に来場された方々 
内容：日本整形外科学会が啓発するロコモの予防に対しての検査、ロコモ度テストに基づ

き「立ち上がりテスト」と「2 ステップテスト」を実施しました。参加者は 2 日間を通し

て約 400 名の方々が参加され、50 代から 70 代の参加者が 7 割以上を占めていました。テ

レビ CM や運動教室などで見たり聞いたりしたことがある方が多く、ロコモに対しての関

心の高さも伺えました。実際にテストを行ってみると比較的若い世代の方でも基準値に達

していない方や、70 代の方でも 20～30 代の基準値と同じ結果の方もいましたが、傾向と

して立ち上がりテストは基準を満たし、2 ステップテストは基準未満の方の割合が多い様

子でした。テスト実施後に結果のフィードバックや、予防のための運動指導なども行いま

した。「どんな運動で効果がでるのか」「どのくらい行えばいいのか」など質問も多くあり、

パンフレットを見せながら説明し、「どこに行けば運動など教えてもらえるのか」などは県

士会活動のパンフレットを配布し、理学療法士の活動についても広報ができたと思います。

また、11 月 6 日には山形大学付属病院整形外科医の佐々木幹先生の講演にも参加させてい

ただき、実際に参加者を対象としてロコチェックを実施し、非常に活発な活動が行えまし

た。 
 なお、当日の開会式のテープカットには当会の高橋俊章会長も参加しました。 
 

開会式の様子             ロコモチェックの様子    講演にも参加させていただき

ました!!   

 
 
 
 
 
 
 
髙橋会長もテープカットに参加 

（左から２二人目です） 

         文責 至誠堂総合病院 工藤聡  
2016 年 11 月 11 日 

文責 至誠堂総合病院 工藤聡  
2016 年 11 月 11 日 

開会式の様子

      

ロコモチェックの様子 講演にも参加させていただきました！！

高橋会長もテープカットに参加
（左から２人目です） 

学 校 紹 介
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　本学は、理学療法学科、作業療法学科、看護学科の 3 学科から
なる保健医療学部を擁し、平成 12 年 4 月に開学致しました。理学
療法学科の卒業生数は 270 名を超え、山形県内に多数就職してお
り、県内の保健・医療・福祉に貢献しております。平成 29 年 4 月
からは、これまでの 3 分野（理学療法、作業療法、看護）を専攻
とする博士前期課程に加え、博士後期課程の設置が認可されまし
た。本学大学院においては、現役のみならず社会人が職場に在籍
のまま修学できる途を開いており、専修学校専門課程終了者も、
入学資格審査により出願が可能です。
　大学院では、学生の必要に応じて、夜間や土曜日に講義を開講
するほか、夏期・冬期の休業期間中に集中講義を行っており、また、
長期履修制度の利用が可能です。長期履修制度とは、職業を有し
ている場合や介護・育児等に従事している等の事情により標準就
業年限を超えて一定期間にわたり計画的に教育課程を履修する制
度です。長期履修制度の詳細は、本学事務局教務学生課
（TEL:023-686-6688）までお問い合わせください。
　キャンパスは、山形市の北部（山形市上柳）に位置し、周囲には「健
康の森公園」があり、静穏な環境で教育が行われております。本
学理学療法学科では、理学療法士として必要な高い治療技術を身
につける技術教育と、理学療法を科学として確立させていく視点
を養う教育に力を注いでおり、21 世紀における科学としての理学
療法の発展を担う人材の育成に取り組んでおります。理学療法の
対象は、急性期医療から、在宅医療、介護予防、健康増進やスポー
ツ領域に渡る様々な分野が含まれます。本学では、1学部 3学科の
特徴を生かし、お互いの職種の役割を理解し、保健・医療・福祉
の現場で連携、協調できる人材の育成に取り組んでおります。また、
本学では、コロラド大学理学療法学科との交流を中心として、国
際交流にも力を入れております。「山形から世界へ」との思いを胸
に、教員、学生ともども努力を重ねたいと思っております。
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施 設 紹 介

庄内：老人保健施設明日葉
　老人保健施設明日葉は、診療所併設型施設とし
て平成 7年に開設され、今年 21 年目を迎えました。
場所は、酒田市にあり、鳥海山が一望できます。『明
日葉』という名前は、不老不死の植物、『あしたば』
から名づけられ、いつまでも元気な『幸齢者』で
との願いが込められています。
　当施設では、瀬尾メンタルクリニックを併設し、
施設入所、通所リハビリ、訪問リハビリ、ケアプ
ランセンター、多機能複合施設、グループホーム
があります。
　リハスタッフは、ＰＴ3 名、ＯＴ3 名、ＳＴ1 名の計
7 名で、個別訓練を中心としながらも、入所部門と
協力し集団レクや、自立支援に向けての自宅訪問
等を行っております。
　この他、酒田市の介護予防事業や自治会で行わ
れるリハビリ教室へ参加したり、小学生と交流を
図ったり、施設全体で、地域に根ざした施設であ
りたいと思っています。
　どうぞよろしくお願い致します。

最上：介護老人保健施設新庄薬師園
　私の勤務している社会福祉法人新庄かつろく会
は、介護老人保健施設新庄薬師園と、特別養護老
人ホームかつろくの里、みどりの大地の 3 施設を
運営しています。私の所属する新庄薬師園の「薬師」
は「薬師様」という病気を癒す仏様の名前が由来
となっています。名前の通り、利用者の方の病気
を癒し、自立を支援するために多くの職種が協力

して働いております。入所定員は 80 床、通所定員
は 20 名となっており、リハビリスタッフは理学療
法士１名、作業療法士 4 名となっています。理学
療法士は私 1 人ですが、作業療法士の先輩方をは
じめとした他職種の方に指導を受けながら働いて
おります。今後、自身が理学療法士としてできる
ことを増やし利用者の方に還元していきたいです。

施 設 紹 介

村山：至誠堂訪問サービスセンター　コスモス
　当ステーションは、至誠堂総合病院が母体とな
り、県内初の訪問看護ステーションとして 1992
年に開設しました。山形市の中心部、霞城公園の
東側に位置し、至誠堂総合ケアセンターの 2 階に
当ステーションの事務所があり、理学療法士 3名、
作業療法士 3 名、看護師 7 名、事務 1 名で運営し
ています。サービスを提供する区域は、山形市・
天童市・上山市・山辺町・中山町と広範囲ですが、
市内中心部への徒歩での訪問も多いのが特色とし
て挙げられます。
　利用者の対象疾患は多岐にわたっており、40
歳代から 90 歳代の脳血管疾患・神経疾患・整形疾患が多く、
介護保険下での介入が大半を占めますが、医療保険での介
入も多くなってきています。
　多種多様な状態に毎度手探り状態ですが、お互いのコ
ミュニケーションを大切に、連携を図りながら、より地域
に密着した訪問リハビリを目指しています。少しでもその
人らしい生活が出来るためのきっかけ作りに積極的に取り
組んでいきたいと思います。

置賜：介護老人保健施設　ドミール南陽
　当施設は社会医療法人公徳会の中の介護部門の
一つとして平成 12 年に開設しました。現在入所
100 名（内認知症専門等 40 名）、通所 30 名、生活
ショートステイ 32 名を定員とし、リハビリスタッ
フ理学療法士 1 名、作業療法士 4 名が勤務してい
ます。
　入所においては在宅復帰に、通所においては自
立支援に、他職種の力を合わせて取り組んでいま
す。現在はさらなる充実に向け大改革を検討中で
す。
　又、公徳会は地域のパレードやお祭り行事への
参加や、夏祭りで大花火大会を開催するなど、地
域の方々との交流の機会・交流の場となっていま
す。
　南陽市や置賜の方々の支えとなるような生活に
密着した施設を目指し、互いの能力技術の向上目
指しながら職員一同頑張っていきます。
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編集後記
　この広報誌は県民の皆様に、少しでも我々の活
動を知って頂くために年 1 回発行しております。
県内の理学療法士のいる施設の紹介や養成校の案
内、県内各地で開催される山形県理学療法士会主
催のイベント等様々掲載しております。また、今
回の豆知識としては、「慢性閉塞性肺疾患（COPD）」
を特集しております。この広報誌を通して我々の
活動が少しでも身近に感じていただければ幸いで
す。これからも地域に密着した活動を心がけて参
りますので、よろしくお願い致します。　　島貫

表紙：文翔館　夜景

質の高い福祉用具レンタルで介護保険を応援します
あなたの笑顔が見たいから
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